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京都市認知症市民フォーラムの開催 

 

京都市では、認知症への理解を深め、認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく

暮らし続けることができる地域共生社会の実現のため、認知症市民フォーラムを開催

します。 

 

１ 日時 

  令和７年２月８日（土）午後１時３０分～４時３０分 

 

２ 場所 

  京都府立京都学・歴彩館 １階 大ホール 

   市営地下鉄「北山駅」１番・３番出口から南へ徒歩約４分 

（〒６０６－０８２３ 京都市左京区下鴨半木町１－２９） 

 

３ 内容 

⑴ 京都市認知症施策推進計画について 

 

⑵ 基調講演 

   「心の糸を紡ぐ 写真記者の僕が認知症を見つめ続けて気づいた光」 

    京都新聞社 記者 松村 和彦氏 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ トークセッション 

   「私たちの今までとこれから 

     ～認知症応援大使になった私たちからのメッセージ～」 

    京都府認知症応援大使（京都市在住） 

宇野田 祥子氏、下坂 厚氏、鈴木 貴美江氏、樋口 聖典氏、 

幸 陶一氏、吉田 哲久氏 （五十音順） 

    大使のご家族・パートナー 

 

1980 年生まれ。2003 年記者として京都新聞社に入社。2005 年 

写真記者となる。「人生」「社会保障」「ケア」をテーマに長期 

プロジェクトに取り組む。認知症取材では、新聞連載や雑誌で記事

を掲載するほか、2022 年に KG+SELECT で写真展「心の糸」を

開催。2023 年春に KYOTOGRAPHIE で同名の展示を開催。 

(プロフィール) 



４ 参加費・対象者等 

⑴ 参加費 

無料 

⑵ 対象 

京都市在住・通勤・通学の方  

⑶ 定員  

４００名（事前申込制。申込者が多数の場合は抽選となります。） 

 

５ 申込方法 

  「京都いつでもコール」電話・FAX又はホームページにて受付します。 

  【申込期間】令和６年１２月１７日（火）～令和７年１月１４日（火） 

【電  話】０７５－６６１－３７５５（年中無休 午前８時～午後９時）  

  【Ｆ Ａ Ｘ】０７５－６６１－５８５５ 

   ※おかけ間違いに御注意ください。 

   ※FAXでお申込みの際は、イベント名【２月８日認知症市民フォーラム】、申込

者の氏名（ふりがな）・郵便番号・住所・電話番号・同伴人数（１名まで）・

同伴者の氏名（ふりがな）を明記してください 

  【インターネット】申込フォームにアクセスしてください。 

     

 

京都府認知症応援大使とは… 

「認知症になっても、個人の尊厳が尊重され、住み慣れた地域で自分らしく

暮らし続けることができる社会」を実現するため、認知症の人御本人が自らの

言葉で語り、認知症になっても希望を持って前を向いて暮らすことができる

姿等を積極的に発信する認知症本人大使「地域版希望大使」の設置が全国で進

められています。 

京都府においても、地域で暮らす認知症の人御本人とともに、府民の認知症

への関心と正しい理解を深めるため、地域版希望大使である「京都府認知症応

援大使」を京都府が委嘱しています。 

 

 登壇いただく京都府認知症応援大使の皆様（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 


